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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 15年 5月 16日の決算発表時に公表した平成 16年 3月期 
中間期（平成 15年 4月 1日～平成 15年 9月 30日）の業績予想を下記のとおり修正致します。 

記 
１. 平成 16年 3月期中間業績予想の修正(平成 15年 4月 1日～平成 15年 9月 30日) 
 （1）連 結 

                             (単位 : 百万円、％) 
 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 
前 回 発 表 予 想               (A) 
  （平成 15年 5月 16日発表） １３，７００ △５５０ △５０ 

今 回 修 正 予 想               (B) １３，４００ △７００ ２０ 
増 減 額            (B－Ａ) △３００ △１５０ ７０ 
増 減 率               (%) △２．２ － － 
前 期（平成 14年 9月中間期）実 績    １４，３０２ △２７４ △２５８ 

 
  （2）単 独 
                                (単位 : 百万円、％) 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 
前 回 発 表 予 想               (A) 
  （平成 15年 5月 16日発表） １３，７００ △５０ △２５０ 

今 回 修 正 予 想               (B) １３，２７０ △１０ △１９０ 
増 減 額            (B－Ａ) △４３０ ４０ ６０ 
増 減 率               (%) △３．１ － － 
前 期（平成 14 年 9月中間期）実 績   １４，２０９ △２３２ △１８４ 

 
２. 修 正 理 由 
（1）連 結 
個人消費の低迷等による売上不振により、国内生産子会社の生産数量が減少したことに伴い、固
定費未吸収損が増加したため、経常利益は当初予想を下回る見込みであります。また、グループ
事業再編に伴う事業再編損失が当初予定を上回りましたが、それ以上に厚生年金基金の代行部分
返上による退職給付引当金戻入益が当初予想を上回ったことから中間純利益は増加する見込み
であります。 
 



（2）単 独 
売上高は当初予想を下回りますが、合理化努力により、販管費の削減が進み、経常利益の赤字幅
が縮小する見込みであります。また、中間純利益については、連結と同様の理由で損失が減少す
る見込みであります。 
 
（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、 
   実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
   なお、通期の業績予想については、中間決算発表時（平成 15年 11月 21日）に公表する 
   予定であります。 

                                                                      以   上 


